
別紙
Ⅰ．事業評価総括表 

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

1
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

東郷町農産加工施設修繕工
事事業

日向市 4,518,000 4,518,000

備 考

総事業費
4,795,200

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接交

付金事業者名
交付金事業に要し

た経費
交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表

無
計

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無 交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 無
　（備考）（１）事業ごとに作成すること。 

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額
工事請負契約 指名競争入札 (株)細川建設 4,795,200

交付金事業の成果目標

日向市では、食育・地産地消推進計画に基づき、東郷町農産加工施設における地場産品を使用した食品
加工体験の促進に取り組んでいます。同施設は日向市内外の利用者に農産物の加工体験を通して、東郷
町地場産品のPRと消費に努めており、本事業で農産加工施設の修繕による環境整備を行うことで、施設
利用者数の増加と地産地消の推進が期待され、地域住民の福祉の向上につながります。

交付金事業の成果指標
平成28年度利用者数　104団体　668人　→　平成29年度利用者数　108団体　694人　(４％増)
※増加率については、食育・地産地消推進計画の上位にあたる第２次日向市総合計画(平成29年１月策
定)にある観光入込客数の５年後の目標値(20%増)を単年毎に案分したものです。

交付金事業の成果及び評価

平成29年度施設利用者数：85団体　581人　（13％減）
本交付金を活用し、当該施設の西側屋根338㎡を修繕した。施設利用者数は前年比13％減の結果となり、
成果指標の達成には至りませんでした。原因としては、今回の改修に伴う施設利用の停止期間や、平成
29年台風18号等の上陸、秋から冬にかけての天候不順等の影響により、施設利用者が減少したものと思
料されます。当該施設は引き続き、地場産品の加工に重きを置いた地産地消の推進など、積極的なＰＲ
を継続し、施設の利用促進に努めます。

総事業費 4,795,200
交付金充当額 4,518,000
うち文部科学省分
うち経済産業省分 4,518,000

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 日向市
交付金事業実施場所 日向市東郷町山陰辛

交付金事業の概要

日向市では食育・地産地消推進計画の中で、東郷町農産加工施設「ふるさと味工房」における地場産品
を使用した食品加工体験の促進に取り組んでいます。しかし、同施設は雨漏りの被害が深刻で、強雨時
や台風時などは女子トイレ天井からの雨水が通路床面に浸水することがあり、利用者の利便性、食品加
工所としての衛生面が損なわれていることから、今回の屋根吹替工事に交付金を充当します。

屋根葺替工事　338㎡

1
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

東郷町農産加工施設修繕工事事業

番号 措置名 交付金事業の名称



　  　      
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　

（３）交付金事業の成果目標の欄は、発電用施設周辺地域整備法第1条（目的）を踏まえて具体的に記載すること。
（４）交付金事業の成果指標の欄は、成果目標を踏まえて定量的な指標を記載すること。
（５）交付金事業の成果及び評価の欄は、進捗度、利用量並びに効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。
（６）交付金事業の契約の概要の欄は、契約件数が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

（２）番号の欄は、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。

（７）成果及び評価に係る第三者機関等を活用の有無の欄については、第三者機関等を活用した場合にあっては、その名称及び
構成員等を記載


